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都市再生整備計画　事後評価シート

輪島地区

平22年11月

石川県輪島市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 47ha

交付期間 40%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

輪島地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

駐車場

地域創造支援事業(観音町地区、ボランティアガイド育成)、まちづくり活動推進事業

H18～H22 H22事後評価実施時期

石川県 市町村名 輪島市

地域創造支援事業(観音町地区、本町地区、ボランティアガイドの育成)、まちづくり活動推進事業(観音町活性化、まち歩きを楽しむしかけづくり、観光交流イベントの実施)

H23年5月
その他の

数値指標１

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

H18～H22

－

7306.1

まちづくりの目標達成に関してプラスの影響があるが目標も指標も据え置く。

まちづくりの目標達成に関してプラスの影響があるが目標も指標も据え置く。

まちづくりの目標達成に関してプラスの影響があるが目標も指標も据え置く。

1年以内の
達成見込み

H15 －

当初計画
から

削除した
事業

道路(河井海岸線、マリンタウン1号線～10号線ほか9路線)、高質空間形成施設(重蔵の小径)、高次都市施設(観光交流センター)

－

2,525

5

189,000

714,0001,000,000

マリンタウンを中心とした地区内の活性化に向けた取り組みを継続して実
施する予定。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

マリンタウン活性化協議会を組織し、利活用に関する取り組みを
実施した。

整備した施設の維持管理等においても、住民参加で実施できるよう取り組
みを行う予定。

モニタリング 指標にかかる数値の把握

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

公園整備、地域創造支援事業等において設計段階から地域住
民の意見を反映できるよう委員会等を開催した。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後の対応方針等

今後も同様に把握していく予定。

 ５）実施過程の評価

マリンタウン活性化協議会を設立し、マリンタウンを中心とした各種の活動を展開している。特に豪華客船の受け入れの際には協議会を中心として市民あげての歓送迎を実施。乗船客や船会社等からは、「日本一の歓送迎」との評価を受けるまでに
なっている。

その他の
数値指標２

観光交流センター等の整備により大規模なイベントの
開催が可能になったことと、周辺道路の整備によりイ
ベント会場へのアクセスが向上したことでイベント開催
回数が増加したと考えられる。

マリンタウンにおける
イベント開催回数

回／年 2 H15 H23年5月

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

－

観光交流センターや周辺道路等の整備により市街地
における回遊性が向上し各施設へのアクセスが容易
になったことで来訪者数が増加したと考えられる。

輪島工房長屋における
輪島塗体験者数

人／年 850

実施内容

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

観光客数

目標の達成はならなかったものの観光交流センターや
拠点施設等の整備で観光地としての魅力が向上した
ことによりH19年に発生した能登半島地震で激減した
観光客数を相当数まで回復できたと考えられる。

目標の達成はならなかったもののマリンタウン公園や
ボートパーク等の整備で滞在時間が延長したことによ
りH19年に発生した能登半島地震で激減した宿泊客数
を相当数まで回復できたと考えられる。

まちづくりの目標達成に関してプラスの影響があるが目標も指標も据え置く。

H23年5月

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

H23年5月

H23年5月△

目標の達成はならなかったものの道路整備や重蔵の
小径整備で回遊性が向上したことによりH19年に発生
した能登半島地震で激減した朝市入り込み客数客数
を相当数まで回復できたと考えられる。

H22 630,000

指　標

実施状況

人／年 926,000 H15

マリンタウンの土地造成完了後(H22以降)に別途事業で行う予定であったが、土地造
成が当該地区の事業期間内に完了する見通しとなったため新たに追加を行った。

目標
達成度

△

数　　値

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

指標1

交付期間
の変更

 １）事業の実施状況

観光交流施設との一体的な利用としたことから削除した。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

H221,400,000

マリンタウンの土地造成完了後(H22以降)に別途事業で行う予定であったが、土地造
成が当該地区の事業期間内に完了する見通しとなったため新たに追加を行った。

従前値 目標値

人／年

208,840 H15 210,000 H22

1,378,100 H15 915,000

△

新たに追加し
た事業

道路、公園

地域創造支援事業(ボートパーク)、まちづくり活動推進事業(マリンタウン活性化)

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

地権者との交渉が難航したため事業から削除することとした。(観音町地区)
観光ボランティアの育成に目途がついたため削除することとした(ボランティアガイド)
マリンタウン活性化計画に吸収することとした。(活動推進)

指標２

朝市入り込み客数指標３

宿泊客数 人／年 170,300

1年以内の
達成見込み

1,039,000

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響



様式２－２　地区の概要

単位：人／年 1,378,100 H15 1,400,000 H22 1,039,000 H22

単位：人／年 208,840 H15 210,000 H22 189,000 H22

単位：人／年 926,000 H15 1,000,000 H22 714,000 H22

単位：人／年 850 H15 － － 2,525 H22

単位：回／年 2 H15 － － 5 H22

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

各施設の魅力の向上を図るためイベントの実施やPR等、ソフト面を充実させることにより、事業の効果を継続させる。
幹線道路の整備により拠点間のアクセスは向上したが、細街路の整備が遅れており、観光客のみではなく市民を対象とした利便性の向上を図るため、細街路に対する整備を実施する。
滞在時間を延長する環境が整いつつある中で宿泊に繋がっていない状況にあることから、新たな施設整備やソフト面における取り組みについて検討を行う。
以上の方策や改善策と併せて新たに市民間交流に関する課題や目標を計画化することにより総合的なまちづくりを実施する。

まちの課題の変化

当初は、市街地における滞在時間や拠点施設間の連携、輪島塗の魅力度に関する改善、マリンタウンと既存市街地の連携の必要性等が課題としてあげられていたが、事業の実施により市街地の回遊性が向上し、各拠点施設や周辺
地区へのアクセスが容易となったほか、輪島塗の魅力に触れる機会が増加したことで輪島朝市を目的とした午前以外にも午後の滞在を楽しむ環境が概ね整った。また、これまで市街地になかった機能をマリンタウンに整備したことによ
り、マリンタウンと既存市街地の機能分担を達成できたと考えられる。当初の課題に追い打ちをかけるように事業期間中に能登半島地震の発生により観光客数等が激減したが、事業の実施により相当数にまで回復できたと考えられ
る。

輪島地区（石川県輪島市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

マリンタウンにおけるイベント開催回数

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

宿泊客数

観光客数

朝市入り込み客数

輪島工房長屋における輪島塗体験者数

大目標：滞在型都市への転換を目指して　～いつまでも、のんびりいたくなる漆の郷づくり～

　目標1　回遊性の向上による滞在時間と宿泊者数の増加
　目標2　漆文化の活用と発信による輪島塗を楽しむ機会の増加
　目標3　マリンタウンにおける機能の充実と、中心部との相互連携による魅力の向上

目標値 評価値

地方道(カラー舗装) 
街路(改築) 

地方道(カラー舗装) 

まちづくり活動推進事業(マリンタウン活性化協議会) 

地方道(改築) 

公園(緑道) 

高質空間形成施設(石畳、せせらぎ) 

公園(その他) 

地方道(改築) 

地域創造支援事業(ボートパーク) 

高次都市施設(交流施設) 

地域創造支援事業(拠点施設) 

輪島朝市 

輪島塗体験 


